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教音院

久音院

光薗院

正蔵院大善院

長性院

本山佛光寺

大善院さんの

住職と坊守さ

んが開いた精

進カフェとギャ

ラリーです。

戦後お寺で戦

争孤児の遺骨

を預かり、 今

年そのお地蔵

さんの像を建

立されました。
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お　茶　所

朝はお説教の時間

「お寺ハウス」 と 「せんそうこじぞう」

お昼 ~ 夕方はカフェに
　　　　　なります。
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本山佛光寺の門前通りの六院。

ずっと本山をお護りしてきたお寺です。
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高辻通

烏丸通り
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【編集発行人】
　　　〒 959-0206  新潟県燕市米納津 3562  林應寺
　　　　　　　　　　　　教学研修部長　　村上　信之　　℡　0256-93-3367
 　　　　　　　　　　　　　　　　　※ご意見、 ご感想をお聞かせ下さい。

真宗佛光寺派新潟教区ホームページアドレス   　
　http//niigatakyoku.com/

編　

集　

後　

記

検索 真宗仏光寺派新潟教区

つ
い
先
日
の
新
聞
に
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
デ
モ

が
国
会
議
事
堂
の
前
で
行
わ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
そ
の

際
の
参
加
者
数
は
実
に
十
二
万
人
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
だ
け

の
人
数
を
集
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
。
今
や
世
界
各
国
の

デ
モ
や
集
会
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
必
需
品
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ

以
外
の
日
常
生
活
で
も
こ
れ
ら
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
歩
き
ス
マ
ホ
、
ネ
ッ
ト
依
存
症
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
い
じ
め
等
、
暗
い
部
分
も
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

先
日
、
大
阪
の
寝
屋
川
市
で
二
人
の
中
学
生
の
拉
致
殺
害
遺

棄
事
件
が
あ
っ
た
。
本
当
に
痛
ま
し
い
事
件
で
あ
る
。
そ
の
時
の

ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
や
は
り
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
話
題
に
上
っ
て
い
た
。
そ

の
時
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
、
携
帯
が
あ
る
か
ら
と
い
う
安
心
感

か
ら
最
近
、
夜
遅
く
ま
で
外
出
す
る
子
供
た
ち
が
増
え
て
い
る
と

い
う
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
た
。
確
か
に
、
簡
単
に
連
絡
が
取
れ
る

手
段
が
あ
る
と
い
う
の
は
安
心
感
が
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
そ
れ

は
、
依
存
と
い
う
事
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
の
身
に
起

き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

科
学
の
進
歩
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
は
本
当
に
便
利
に
な
っ

た
。
そ
の
半
面
で
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
と
い
う
人
間
に
と
っ
て

一
番
大
切
な
も
の
が
、
貧
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
今
回
の
児
童
青
少
年
大
会
は
、「
今
こ
こ
で
の
出
会
い
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。
私
た
ち
の
人
生
は
出
会
い
と
別
れ
の
連

続
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
瞬
間
瞬
間
の
出
会
い
を
大
切
に

し
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
と
い
う
も
の
を 

今
一
度
考
え
直
す
べ

き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
河
）

◎テーマ学習会

　日   時　平成２８年２月２７日（土）午後１時半～４時半まで

　会   場　岩室温泉　ホテルゆもとや

　講   師　田畑　正久  師

　講　題　「医療と仏教の協動」―医療現場で求められる仏教―

　　　　　　1949 年大分県宇佐市生まれ

                   龍谷大学真宗学教授 / 医学博士　　

                   宇佐市在住　佐藤第２病院院長

   著   書　 『老・病・死の現場から』『医者の目　仏のこころ』他　　

　対　象　寺族ならびにご門徒様

◎聖典学習会

①日　時　平成 27 年 10 月 1 日（木）

　内　容　野外研修会

　　　　　親鸞聖人越後七不思議見学

②日　時　平成 28 年２月５日（金）

　　　　　　午後１時半～６時

　会　場　松橋　緑芳寺樣

　講　師　花井  性寛  師

　講　義　『観経疏に学ぶ』序分義

　参考書　浄土真宗聖典七祖編（注釈版）

編集局長　　河合　正敬

　　　　局員　　花井　暁信

　　　　　々　　　古谷　清文

　　　　　々　　　廣澤  晃隆

【とびら第 64 号編集委員】

（ただ今、工事中。１２月頃リュニューアルします）

これからの行事予定

【企画部主催】 【教学研修部主催】


